東亜天文学会名古屋支部2007年３月例会報告

＊名古屋支部

３月１０日　14:00～16:30  名古屋市中生涯学習センター　３階第二和室で開催。
出席者　吉田孝次　平澤康男　小島信久　池村俊彦　後藤俊樹　角田玉青(初参加)
　　　　6名
主な話題：　
近況報告、研究発表　など
吉田孝次　支部長

　　評議委員会の概要の報告がありました。

角田玉青さん

　　今回初参加です。

　　ビクトリア時代のアマチュア天文家という本の和訳をしました。(天界2007年1月号48ページ)
それで、天文の歴史について興味を持ち、東亜天文学会名古屋支部の例会に参加してみようと
思いました。 宜しくお願いします。
池村俊彦

　　2005年の火星観測から、安達誠さんが修正して仕上げた火星図を使用して、火星を描き

　　2007年の火星シーズンの概要を調べてみました。
(天界原稿としてお送りします。)
小島信久さん

　　板垣さんの発見の新星について。

　　3月1日夜にNGC4030を写していましたが、比較する写真も準備していなかったため、

　　そのままになってしまい、気が付きませんでした。発見の通報を知り、そういえば撮影

　　したはずだと見たら、やはり写していたという状況でした。

　　比較用のためのNGC番号の小宇宙天体の撮影を続けています。全部撮る予定でいますが、
あと3ヶ月ぐらいで全部撮れそうです。
平澤康男さん

　　今回は月齢早見盤を作ってみました。　
McNaught彗星の写真 天文ガイド4月号に折込になっていた大きな写真で、オーストラリアで撮影したもの。

　　この背景はどこの星座か、ということで6人で1時間ほど考えていたがなかなかわからず。そのとき、
　　「この配列は、つる座」と平澤康男さんの声。さすが、元プラネタリウム解説員、とみんなで拍手し、

　　星図と同定ができて、一件落着しました。
後藤俊樹さん

　　先日、名古屋駅前に完成したミッドランド・スクエアの屋上に行きました。
　　南西方向がみにくく、すれすれのところで金星を見ることが出来ました。

　　この屋上の造りでは、天体観望会は少しむつかしいと思います。

　　700円で上がれますから、皆さんも一度はいかがですか。

以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　池村俊彦

